
 

宮崎県諸塚村と包括連携協定を締結 

 

  

宮崎県諸塚村と弊社は、森林資源を活用した取り組みなどの更なる連携・協働の為に、包括連携協定を締

結いたしました。協定式は 2022 年 3 月 17 日に諸塚村で行われ、諸塚村の西川健村長と弊社の山本健策

代表取締役社長がお互いに協定書にサインをしました。 

           

今回の協定では諸塚村の木材を活用したアメニティボックスを全国のホテルで取り入れることなど持続

可能な社会につながる 8 つの項目が含まれており、更なるスーパーホテルと諸塚村の発展・協力が促進

されると考えております。 

未来につながる様々な取り組みを実現するために、これから双⽅の連携を通じて、SDGs の達成への貢

献、従来のホテルの枠を越えた地域を元気にする「ライフスタイルホテル」を目指してまいります。 

 

【協定内容】 

（１）木材および椎茸、森林認証製品の生産および活用促進に関すること 

（２）地域資源の保全、持続可能な生産推進および利活用に関すること 

（３）諸塚村内の児童生徒の地域学習・国内研修および人材育成に関すること 

（４）人材育成のための双⽅の職員研修および交流に関すること 

（５）地域循環共生圏の実践に関すること 

（６）地域の安全・安心の確保や災害時の支援に関すること 

（７）SDGｓの１７の目標とターゲットに関すること 

（８）その他、本協定締結後に双⽅の協議により合意した連携事項に関すること 

 

宮崎県諸塚村とは：https://www.vill.morotsuka.miyazaki.jp/ 

https://www.vill.morotsuka.miyazaki.jp/


 

 

【これまでのスーパーホテルと諸塚村の取り組み】 

●カーボン・オフセット 

宮崎県内の 2 店舗で宿泊の際に発生した CO2 をオフセットする、スーパーホテルのカーボン・オフセッ

ト付き宿泊サービス「ECO 泊」では諸塚村の J-クレジットを採用しています。 

カーボン・オフセットでも地産地消を実現しています。 

   

 

●FSC®認証木材の活用 

村内で採った FSC®認証木材（スギ）を利用し、諸塚村内の木材加工センターで朝食用やアメニティ用の

ボックスを製造。全国のスーパーホテルで活用されています。 

宮崎市内にある宮崎天然温泉店（2017 年）のリニューアルでは諸塚村の FSC®認証材を内装にてふんだ

んに取り入れました。 

   

 

●オンライン研修の実施 

2019 年より新入社員研修をオンラインで実現。 

地域課題を発見､解決に導くとともに、社員研修の一環として人材育成につながる自然体験プログラムを

オンラインにて実施。都市農山村交流を活性化させ、村の住民と社員がそれぞれ異なる分野で培った経験

や知恵を交換し合うことで、これまで潜在していた村の地域資源や可能性を、将来的には具体的な活動や

事業に落とし込んでいけるように検討しています。 

   

 


